乾漆伎楽面の製作技法について : 実験的考察 by 山崎 隆之
4・． 
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乾漆伎楽面の 製作技法 に つ い て









































布 製マ ス ク と 原型
10 
11 
土片がな
いと
ともに明らか
に離
型剤と
いえ
るも
のも
ない
。
しか
る。
そうした
中で二三五号の
地布
裏に残
存する貰褐色
の麦
漆は
た
やはり異
質と
いう、
へき
であろ
う。
もし
こ
の物
質が漆
でなく、
し両面
の布
貼り
に用いら
れた
「薄く貰
褐色
の層
をなす」
麦漆
に
とえば
柿渋
など
のよ
うな他
の接
着剤
であると
すれば、
原型に塗
再検討
の余
地があ
りそう
である。
二三四
号の麦
漆は賞褐
色と
は
られた離
型剤が
地布に附
着し
たものと見ること
もでき
よう。
（註
るが、 耳上方
である。
こ
の部
分は裏
打布が破損し
て地
布が露
出し
てい
その
一 部に厚さ0
・五
ミ
リほど
の麦
漆片
が残
って
いる
。
この
麦
漆は
実見に
よれ
ば黄色
っぽ
い鉄
鋳色
で、
一般
に麦
漆
（糊漆）
硫黄
の
よう
な質
感を
示し、
ある
いは
漆でな
い
可能性
もある。
ちょう
ど焦げた
以上
法隆寺乾漆伎
楽面の製
作
法に
つい
て
中里
その結
果、
二三四
号は
西川両氏
の説
を中心
に実験を行
な
い、
検討
を加えた。
は普通
の条
件で
は乾けば黒
褐色
になり
、
明らか
に塑
造の雄
型方式
であり、
二三五号
、
二三六号
も雌型
方
つま
り両面と
も雄型方式
式で
ある必然
性は認められ
なか
った
。
法隆
寺面の
各布は濃
淡
の差はある
もの
の一
様に褐
色を帯びてい
、
と考え
て
よいが
、
原型
の材
質に
ついて
は
木彫面
の
可能性も否
定
でき
ない。
しかし
、
木彫雄型方式説
を証明する
には
離型剤
の検
出、
具体
的には二三
五号
に残
存する
責褐色
の麦
漆の
分析が前
提
となる
ので
現
状で
は結論は得られな
い。目
下のとこ
ろは
西川説、
すなわち
塑造雄型方式説を追認する
にとどめた
い。
本稿は
昭和六十三年
度目東
学術握
興財団研究助成
「日本
彫刻
の材
質・
技法に
関する再現的研究」
によ
る研
究成果
の
一部
であ
る。
また
法隆寺乾漆伎楽面
の調
査に
つい
ては
東京国立博物館
・
浅井和春氏
のご
高配
をいた
だいた
。
ここ
に記し 謝
意を表す。
註
－中里寿
克
・石川陸郎
「法隆寺献納宝物
伎楽
面の
製作技
法に
つい
て試
考｜
X線透視
による漆
芸一品の
研究」
『ミ
ュlジアム』
二O六
昭和四十三年
2東
京国立
博物館編
『法隆寺献納宝物
伎楽面』
（乾漆製面概説
西川
新次）
昭和五千九年
3前掲
2
（作品解説
奥村秀
雄、
浅井和春）
之
4前
掲2では
表層
の布はほ
ぼ全面にわた
ってい
た可
能性
が強
いと
して
いる
。
隆
5前掲
2で
は布製面
の取
外し
の際
破損
したため
にとら
れた処置ではな
いか
と
崎
見て
いるが
、薄
板を婦
人さ
せることに
よ
り面長を伸
ばした可能
性も
あるの
山
では
ないか
。
、 ＠
6中里寿
克
「乾漆製伎
楽面の
製作
技法｜主
に東
大寺伎
楽面に
ついて
」
『 仏教
芸術』
一O
六
昭和五
十
一年
74
刑掲l
8前
掲でー
は表布
が全面
に及ぶもの
でな
く、 裏打
布を含ん
で二
層
（布着せ
と
して
は地布
一一層
のみ
）
の部
分もあ
ると見て
いる
。
9中堅氏は
二三
五号
、二三六号がと
もに酔
胡従であると
の前提
で複数製
作に
つい
て言
及し、
一方が
型を修正
使用
した
の
では
ないか
と見て
いる。しかし、
前掲
2に
よれば
両面は別種
の商
なのでこ
の考
え方は成立
しな
い。
集英社
昭和五
叩「
北陸
・信
濃・東
海の古
寺」
（『日
本古寺美術全集』
十八
十八
年）
の解
説
（三
宅久雄）
によれば
美江寺乾漆十
一面観音
像は頭体
部の
両側
に原型
の塑土を除去
するため
に
切開された痕跡
がある。
この
切れ目が
一 同 一
像を前
後に
分割するも
のであるとす
れば法
隆寺面
と同種
の例
と
いうことに
なる
であ
ろう。
日前掲3ロ木
型に用い
る離型剤
として
は和紙を水
または
薄い糊
液
（小
麦粉糊、
柿渋、
白笈など
による
）で貼るも
の、
ある
いは実験
で行
な
ったよ
うな砥
粉汁な
ど
が考
えられる。
